
2005.11.19～20／愛知県労働者研修センター 

第 13 回全国登山者自然保護集会 準備ニュース 

              2005 年 7 月／№５ 愛知県勤労者山岳連盟 

 

――労山自然保護憲章づくりに向けて―― 

登山者と自然との新たな関わり方を考える 

第 13 回全国登山者自然保護集会のご案内 

 2005年 11月 19日・20日、愛知県で第 13回全国登山者自然保護集会を開催します。 
 日本勤労者山岳連盟は、この自然保護集会はもとより、30 年以上にわたって、全国一斉
の清掃登山の実施など山岳自然を守るための活動を展開してきました。しかしながら、地

球環境の破壊は加速度的に進み、山岳自然そのものも大きく変化してきています。それに

伴って、私たち登山者と自然との関わり方も変化してきています。これまでの集会では、

全国各地の自然保護運動の到達点を確認し、経験を交流することに重点が置かれてきまし

たが、今回は「これまでの登山者と自然との関わり方を見つめなおし、登山者と自然との

新しい関係づくり」を模索することに重点を置いた集会にしたいと考えています。とりわ

け、これまでの労山の自然保護の取り組みや活動の蓄積の上に立って２年前から準備が進

められてきた「労山自然保護憲章（案）」についての理解と討論を深めることを中心課題に

しています。私たち自身の、これからの自然とのつきあい方をじっくり考えていける集会

にしましょう。全国から多くの仲間が参加していただけることを期待します。 
 
◆と き  2005年 11月 19日（土）13:00 ～ 20日（日）12:00 
 
◆ところ  愛知県労働者研修センター 
      〒489-0001 愛知県瀬戸市川平町 78  Tel.0561-48-2611 

 

◆日 程 

《第一日目／11 月 19 日》 

 12:00～    受付開始 

 13:00～17:00  全体集会  

①憲章制定の経過報告および基調報告 

         ②地方連盟での憲章（案）討議報告 

         ③講演「渓流環境と砂防ダム問題」（講師：田口康夫氏） 
   19:00～    交流会 
  
 



《第二日目／11月 20日》 
   9:00～11:00  分科会 

① 地球環境と登山者の役割 
② ダム、林道など公共事業の功罪 
③ 自然を傷つけない登山とは 
④ 入山規制、入山料について 
⑤ 山を汚さない登山めざして 
⑥ 地域に根ざした登山を考える 

   11:00～    全体集会／まとめ 
   12:00     閉会。解散 
     
   午後（希望者のみ） 

「海上（かいしょ）の森」観察会 

     会場近くの里山、「海上の森」を守る運動が、万博のための開発計画を縮小させ

るきっかけになりました。この「海上の森」を、秋の彩りの中で観察します。 
     終了は 17:00を予定しています。 
 
◆ 参加費  500円（宿泊希望者は別に一泊 2食込で 6500円。宿舎は会場の愛知県労働 

者研修センターです。 ※観察会参加費は別途 500円） 
           
◆ 申 込  別紙の申込用紙を下記まで郵送、またはＦＡＸで送付し、参加費を下記の郵 

便振替口座に入金してください。宿泊施設の関係上、締め切りを厳守して 
ください。 

 
 【申込先】 愛知県勤労者山岳連盟 
       〒460-0022 名古屋市中区金山 2-1-5  
       Tel. ＆ Fax. 052-323-5510 
   
 【郵便振替口座】 口座番号 00870-6-204432 
          口座名称（加入者名） 愛知県勤労者山岳連盟 
  
 【申込締切】 2005年 10月 14日（金） 
 

 
◆交 通  名古屋もしくは金山から JR中央線約 35分、定光寺下車、送迎用バス 8分 
 
     ※参加申込用紙と郵便振替用紙、ポスターは、別便で各地方連盟に送付します 


